

















釗の思想と生涯』（平凡社、1971年）（M. Meisner, Li Ta-chao and the Origins 


























































































































































































































































































































































































































24） 王奇生「新文化運動如何 “運動” 起来的」『革命与反革命──社会文化視
野下的民国政治』社会科学文献出版社、2010年、９頁。『新青年』編纂をめ
ぐる人間関係については近年、解明が進んでいるようである（張耀杰『北大
教授与『新青年』』新星出版社、2014年、参照）。
25） 楊琥「『新青年』与『甲寅』月刊之歴史淵源」『北京大学学報』2002年第
６期。
26） 中国知識人の間で1910年代から始まる「公理」や「強権」等の用語で国
際関係を説明する際の様々な含意については、吉澤誠一郎「公理と強権──
民国８年の国際関係論」貴志・谷垣・深町編『模索する近代日中関係──対
話と競存の時代』東京大学出版会、2009年、で示唆的な問題提起がある。
27） 執筆時期と発表の時期にずれがある。『李大釗全集』（人民出版社、2013年）
の編者によると「庶民的勝利」は1918年11月（『新青年』第５巻第５号、
1919年１月）、「Bolshevism的勝利」は1918年12月（『新青年』第５巻第５号、
1919年１月）である。
28） 「張奚若致胡適」『胡適来往書信選』（上）30～31頁。
─ ─138
愛知県立大学外国語学部紀要第47号（言語・文学編）
29） 楊琥「李大釗『我的馬克思主義観』一文若干問題的探討」牛大勇・欧陽哲
生主編『五四的歴史与歴史中的五四──北京大学紀念五四運動90周年国際
学術研討会論文集』北京大学出版社、2010年。
 　楊琥によれば、石川禎浩は『中国共産党史研究』の中で、「我的馬克思主
義観」が1919年９月に発表、『晨報』記者陳溥賢の「近世社会主義鼻祖馬克
思之奮闘生涯」と「馬克思的唯物史観」が同年４、５月に発表したとし、陳
溥賢なくして李大釗のマルクス主義はなかったと主張する。楊琥は石川を「揚
陳抑李」（陳を高く評価し、李を貶す）であると批判している。
30） 『李大釗全集』第3巻、人民出版社、2014年、41頁。
